
資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」の実現へ
授業改善のキーワードは「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」

http://www.city.niigata.lg.jp/kosodate/gakko/index.html
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Report -授業改善-
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● A～Dは、授業改善を図って
いく上での順序性を表している
わけではありません。単元の特
性やねらい、子どもの実態に応
じて、適宜取り入れていくため
には、どれも必要な指導、支援
です。まずは、トライ＆エラー
で授業スタイルの幅を広げま
しょう！

学習の主体者は子
どもです。子ども
が学習の中で自己
決定・自己選択す
る機会を！

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の具現に向けて、
下の視点で授業を捉え、改善を図っていくことが大切です！
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計画訪問では、教育課程の実施状況や教育ビジョンの取組状況を校長懇談や授業を通して確
認させていただいています。どの学校園でも研究計画や新潟市授業づくりサポートをふまえた、
教師の熱意あふれる授業と意欲的に学ぶ子どもたちの姿が見られています。

Report –計画訪問-

今年の計画訪問は目的別に選択
Aタイプ：通常学級１～３学級及び特別支援学級１、２学級の代表授業と協議会を通して、授業について

学び合います。それぞれの授業について指導主事による指導も行います。
Bタイプ：全学級授業公開をします。指導案の作成や協議会は行いませんが、自校の教育ビジョンや研

究計画をもとに全員が授業を行うことで学びを深めます。

活用していますか？授業づくりサポート

中等教育学校

中学校

小学校

令和6年1月に、「新潟市授業づくりサポート」を作成しました。L-gateやC4th
の書庫、総合教育センターHPに掲載されています。計画訪問の際にも確認させて
いただいております。各校園の研究計画立案や、個々の授業改善の際にお役立て
ください。

総教センターHPにも掲載↑

幼稚園



「アグリ・スタディ・プログラム」とは？

「食と農のわくわくSDGs学習」とは？

「アグリ・スタディ・プログラム」の活用推進

実感を伴って学ぶ

◆アグリ・スタディ・プログラムとの違い

事業概要、実践事例集、
統計データ、動画集
が見られます！

令和６年度新潟市立学校園教育の推進 目標１－４

食や農をテーマに児童・生徒・学生自ら課題設定
し、探究しながら学習成果をまとめていく学習

主体的・対話的で深い学びの実現により、食や農
に対する理解を深め、ふるさと新潟への誇りや愛
着、そして生きる力を養う。


